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102 石井茂

全日制との比較においては， JE答率は低く，誤答率，無答率は高くなっている。 (20表)都市の

S校においても同機の傾向を示している。訣答率が教えられにことぞ誤って得得していることを示

し，無答率が未学習の結果を意味するとするならばこうした傾向は大いに注目されなければならな

い問題であろう。

四結 語

以上，生徒はどのような生活状況のもとで学脅しているか，その学館の実態や学力はどのように

なっているかにつし、てみてきたのであるが，生徒fこちにとって働らくことと，学ぶことの両立が如

何に困難なものであるか，勉学を継続するすとめには何よりも健康保持ということが重要であるカ守

示している。能って，運動と休養，給食と栄養，照明等の関連的な研究とその健康管理と指導が重

要なものとして提起されるであろう。

全日制に比べて，識答率や無答率が高く，教えられt:: ことが誤って~得していることや未学習の

結果と思われる傾向がみられる。更にこうしすこ傾向は，将来もなお，生徒の学習の笑態から予想さ

れるところであり，学習指導について考慮する必要があろう。又学習を効果あらしめるfこめには，

生活過程や労働過税によって得られfこ経験と知識を活かし，それぞ深めるような教科編成も考慮す

る必要もあろう。

定時制高校生徒の生活と体育
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普 ラた

序 言

戦後民主教育が叫ばれ学校教育が重要視されて来fこ。定時制課程において学ぶ学徒も年々増加を

辿っているが，彼等はその生活が家庭的，経済的に不偶で努力型の苦学力行の者が多い。このよう

な者はしばしばその生活環境と不調和になることがある。彼等の身心を共に健全に発速させるため

にはよき環境と共に充分なる教育がなされなければならない。そこで彼等と最も続接な関係を持つ

問題と身心の発速に武献する体育について誹踏iをして見fこ。

I 年 f¥: 層

勤労学徒というと我々は何か彼等の年令がずっと多い特異なものという感ぞ抱くが，実際は彼等、
の年代層は範囲は広いが，金臼制と同様の年代(15才-20才位)の未光発育途上にある身心共に

未完成なる若き世代が大半 (805め巻占めることに気がついすこ。個々の人聞がJE常な発達栓遂げ

るには学校在除いて他に有利な機関は余り見当らない。よりよい生活に対する経験を積むfこめにJE

L..く組織立てられ，管・玉虫された体育は全教育計画の他の如何なる面と比べても議かに大きな可能性
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を備えていると思われる。定時制の者には特に健全なる発達，幸福なる共同生活の方法を図ってP

境環庭家E 

我々の身心の発育に影響を及ぼす家庭環境について彼等の場合はどのようであらかを調査した。

挙資支給者(351名〉

企綴本人一一一222名

金額保殺者一一戸 108名

一部保護者一一一 2011 

金額非保護者一一 3名

-1耳目非保護者一一 2名

そ の イ也一一- 6名

居(372名〉

宅一一265名

戚一一ー 2ヲti

街一一 21名

宅一一 25名

一均一 16 <1ヨ

炊一一 22名

住

主

苦害

自

親

下

履両親健在一一237名 -63%

父のみ健在一一 27名、

母のみググー-94名}

両親無し一一 [7名F

両親の有無

(札西定時 29.10 375名〉

37% 

自

上述の結果そ見るとその37%が両親の揃わぬ不幸な者がいることが判つk。

はその家族全員の生活の唯一の支点、たる経済的条件の低下を意味し，母親のいた:いことは精神的な

不足や感ずることになるであろう。

叉学費支給者であるが金額本人負担という者が約 6割強~r~i めることは，彼等の向学心に感，~，す

父親の欠けること

ゐ-j;彼等の家庭の経済的貧困をも意味するものであることを知ることが出来る。

業

先ず始めに就職状態を職艇に分けて挙げて見ょう。

一職 --~---I一三一幸三[民 主一司五一互 fιr--;ft---;----....匂 I---t~ 五互

人|男 120 の 38 16 53 

数 l女 42 22 6 0 8 

男子では約90%，女子では84.7%の者が昼間一定の職業に従事していることが解る。女子は事

pr-i病129，;ド10月 38名〕(札問定時

職皿

男子においては技術的叉は叢労働に従務系と販売系の業務にfこずさわる者がその大半を r~i めるが，

事:する者が多く見られるようになる。これは現在の社会における 'I~f:別の職業地伎の顕われと思われ

る。我々の身心は環境に影響身受けることは既に知られていることであるが，人為的環境の中でも

職業ほど，普辺的かつ深刻な影響や及ぼすものはない。よく職業体却なるものが論ぜられているの

で定時制課棋の者を筋肉労働，頭脳労働者に分けてその比較の結巣を見?と。

(計官?12)年令平均
161.6 
52.1 

153.4 
54.3 

164.7 
54.R 

頭脳労働
161.3 
う2.2

162.6 
晋3.9

163.9 
54.8 

筋肉労働
161.8cm 
雪1.9kg

164.1 
ヲ4.7

16弓.う
55.7. 

長

議

長

議

長

重

16才 1身
(31名)-l件;

17才 f身
(48名)l体

18才 I身
(39名)"体
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統計数が少く判然とした裏附けをすることは困難であるが，この数字は筋的作業の多い者が体格に

おh、て，ほとんど大筋活動を必要としない業務に従事する者より優っていることを現わしている。

体育運動の必要性はカ、かる所に根ざしているものと考えられる。

w疲 労

昼間の労働によって疲労し七身体に鞭打って夜間勉学に取り組むことは非常なる労苦であり，そ

の疲労の度合も大きなものであると思われるので，彼等が一日の生活で受u-t::疲努の度合とそれに

関連する睡眠時聞を調べて見Tこ。疲労度の基準は5C大変疲れる)4，3，2，lC疲労せず) とし

す三。

一
3

一

2

日

一3
η

一
4

2

一

日

引

一

労

数

一

度
一

疲

人

(札i埠定時29.10.351)

日程 眠 1 t:. 11I::.JI~hl -，::" lr nt_.c nnlr.:." nf_.7 nnl7 n1_.0 nnl 151時間以下15.01~6.0016.01~7.0017 .01~8.001 8.01以上時間 1__""-".'JYA I l/ov，. -v.vvlv，v，. -， ，vvl' .V' -v，vvl 

人数.3I 44 I 131 I 149 I 4.3 

(札同定時29.10 .370名〉

彼等が~日の生活を終えて帰宅しナこ時の疲労度は上述の通りである。ほとんP大半がその二本建

の生活環境の身心に与える疲労が彼等の強制な向学の意志のみでは跳ね返すことが出来ないことそ

物語っている。

V {:本 格

今迄述べて来fこような不偶な状態に生活している彼等の体格を同じ学校に通学する全日制の者と

比較して次のような結果そ得すこ。

司王 15 16 17 
!，} 男子女子男子女子男子女子

身長会f:T 160.5 15.3.2 r63.7 15.3.9 164.8 I雪;4.6
(札商定時29・10z完)

定時 157.4 1号2.1 161.6 152.2 163.8 151.4 

#:役会日 号0.6 48.1 53.4 49.2 54.7 49.6 (男 q弓)
定時 48.0 47.1 52.1 48.9 54.3 50.0 札西全日29.4 女 78

上述のように同じ学校に通学する生徒でも全日制と定時制においてはその身体の形態上での業異

が認められる。定時制の生徒の体格が全日制のそれより低下在来していることは，勤労学徒の置か

れている生活の悪環境と職業的活動の彼等の身体に及ぼす影響のいかに甚大であるか沿物語るもの

であろうと考える。更に叉長じてその職業的活動の身体に及ぼす偏侍と精神的障害を考える時我々

は体育運動はその性絡上，このような身体に及ぼす悪影響から人聞を守り， 111員五なる発逮を図るに

最も適切な手段であると思う。即ち筋的労作を必要としない業務の者には何よりも先ず質的にも量

的にも発育刺戟として充分なる一般的運動が必要である。筋的労作巻伴う仕事の者には，むしろ運

動を司副成し特にその労働からくるであろう身体的偏怖からこれを守るような刺戟を与えねばならな

い。体育は個々人の生活に適応した具体的，個性的なものであってこそ始めてその目的に適った棄

の姿を表わすのである。

vl 体育に対する生徒の期待

具体的，個性的な体育を行うには被教育者が体育に対して如何なること栓期待しているかを知ら
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ねばならない。調査の結果は攻のようになった。

保健体育の時聞に何走期待するか?

1. 保健に関する知識

1. 身体の均裳なる発達〈倒僻ω防止矯lE)

1. 各稜スポ』ツ技能と規則

1. レクリエーシヨシとしての運動

1. 体育原理

カツコ内は網走南グ阿定時制 114名 θ調査数

4ラ(8)

41 (35) 

69 (4) 

143 (64) 

22 (3) 

楳数は〈帯広柏葉，旭川北，磁館西各定時制)486 4唱の調査数

保健体育の時聞の好き，嫌い

好 き 419(96) 嫌い 67(18) 

好きな理由 嫌いな理由

健康増進 67 疲労が加わる

気持が良い 82 身体が弱い

楽 し It.. 91 迩神がにぷい

疲労依復 11 好奇な運動出来ぬ

家庭職場にてスポーツの機会なし 83 保健のみ込めず

稜Aをのスポーツを覚える 48 単，調 だ

体育運動が好奇 28 運動が嫌い

保健のみ好奇 14 興味な t 

そ 4コ イ血 14 そ の 他

仕事上の寂静と体育について

1. 疲労感より身心爽快を感ず 99 

1. 翌日疲労を感ヒない 9.3 

1. レタリエーシエン的活動を 143 

1. 疲労の度合で参加，不参加の自肉を 116 

指導内容に何を望むか?(網走南ゲ阿のみ〉

1. 主主礎技術を克分に 2<，1 

1. レクリエーシヨン的なものを 80 

1.その他 4 
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16 

ヲ

7 

9 

7 

9 

3 

6 

上述の結果として彼等は彼等の生活している環境の及ぼす影響として体育の時間に νクリエーシ

ヨン的形態の括動を欲していることを考察した。叉疲労の皮合によって体育の量或付、体育の内森ぞ

考えて与えなければならないと考える。

唖結 び

定時制課耕lこ通学する者は今迄述べt:ように全日制の生徒より非常に不利な謀境に生訴している

者が多い。その中にあって学業ぞ全うするには非常な努力が必要であると共に健全なる身体でなけ

ればならない。体育はその性格上身体的偏傍から彼等や守り疲労快復或いはよりよい社会秩序に必

要な習慣態度の発達に大いにプラスするものである。定時制高校の体育は，彼等の生活環境沿考慮

し，身体の発達保持に適応し?とレクリエーシヨン的な，かつ身体の矯E管理[~考慮し，そしてEし

く組織立てられ計画されすこものでなければならないと考えるのであるn



Data on Educational Problems in Hisb Scbools 

1. • . Labour and Learning of tbe Part-time Higb Scbool Students. 

-Witb a Part-time Higb School in a 

Coal-mining Area as tbe Core-

By Sbigeru Isbi. 

3 

Tbe aim of tbis study is to make cJear tbe daily life， especially tbe relation between 

labour and learning， of the part-time high school stu，dents and to submit tbe data to recon-

sider them concerning the part酬timehigh school education. 

For this purpose the inv回tigationwas carried out with the fo11owing subjects in view. 

1. How do the part-time hlgh school students harmonize their labour and learning? 

2. What di妊rencedo they have in the achievement as compared with that of the a11-

time high school students from the difference of the living-condition? 

As a result of their surveys we found: 

1. W orking is inconsistent with Iearning， in their daily life. 

2. They badly need keeping health to continue their Iearning. 

3. Their achievement is inferior to that of the all-time high school students. 

For these reasons， if we want to make their learτlIng effectual， we must consider di-

rected-learning for them and make the curriculum on which they can deepen their acquired 

experience and knowledge. 

2. Physi四 1Education and Environment at Part-time High School. 

By Sinji Katayama 

Part--time high schoolstudents，generAly speaking，are配arecelyfavoured with thei1' 

circumstances of living. 

1 think， physical education must be able to contribute to those people who are to 1ive 

on as talented and promising people in the society in the future. 

From this point of view， 1 investigated the most profound problems which have an in. 

timate connection with them. 

1 believe that these investigations and observations could contribi.Ite to the physical 

education of part-time course as it should be. 


